
一般会計 279億6,800万円

歳入
279億
6,800万円

地方消費税
7億3,000万円
（2.6%）

地方譲与税
1億7,652万円
（0.6%）

その他
6,221万円（0.2％）

寄附金
15億250万円（5.4%）

使用料・手数料
5億9,033万円（2.1%）

分担金・負担金
9,295万円（0.3%）

その他
3億9,309万円（1.4%）

自主財源

93億7,973万円（33.6%）

依存財源

185億8,827万円（66.4％）

市税
40億

4,800万円
（14.5%）

地方交付税
73億

3,500万円
（26.2%）

市債
48億

2,040万円
（17.2%）

国庫支出金
32億

9,002万円
（11.8%）

県支出金
21億

7,412万円
（7.8%）

繰入金
27億

5,286万円
（9.9%）

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

14億7,630万円
20億6,720万円
1億6,050万円
2億2,200万円
6,800万円
5,400万円

※（　）内は構成比

歳出
279億
6,800万円

扶助費
49億

8,813万円
（17.8%）

人件費
43億

6,046万円
（15.6%）

公債費
29億

6,229万円
（10.6%）

普通
建設事業費
56億

8,143万円
（20.3%）

災害復旧費
548万円（0.0％）

物件費
36億

8,945万円
（13.2%）

補助費等
38億

8,241万円
（13.9%）

積立金
5億

7,332万円
（2.1%）

繰出金
15億8,744万円
（5.7%）

維持補修費
1億4,251万円
（0.5%）

その他
9,508万円（0.3％）

義務的経費

123億1,088万円（44.0％）

投資的経費

56億8,691万円（20.3％）
その他の経費

99億7,021万円（35.7％）

※（　）内は構成比

自主財源
　自主的に調達できる財源
依存財源
　国や県から配分される財源
義務的経費
　人件費や社会保障費など、支出
　が義務付けられている経費
投資的経費
　道路・公共施設などの新設や改
　修、国・県の行う公共事業負担
　金などの経費
その他の経費
　義務的・投資的経費以外の経費

用語の説明

予算のポイント
　令和２年度当初予算が、指宿市議会
３月定例会で審議され、３月26日に
可決成立しました。　
　一般会計予算の増加は、市民会館整
備や市営野球場整備、保育所等運営事
業、ふるさと納税推進事業、国民体育
大会の実施や「いぶすき観光デザイ
ン」への負担金などが主な要因です。
地域基幹産業の活性化や子育て支援体
制の強化、市民の健幸に向けた取り組
みなどを進める一方、「未来への投
資」としてスポーツ・文化芸術の拠点
や指宿港海岸の整備を進めるなど、限
りある財源を効果的・効率的に活用す
る予算となっています。

令和２年度 当初予算
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　市民１人当たりの歳出予算額は次のとおりです。昨年と同
様、民生費は伸びており割合も高くなっています。教育費
は、市民会館や市営野球場の整備で増加しています。商工費
の増は「いぶすき観光デザイン」への負担金や国民体育大会
事業費、ふるさと納税推進によるものです。

※一般会計予算額を1月1日時点の推計人口39,206人で割って算出。
　（ 　）内は前年度比

区　　分 令和２年度 令和元年度 前年度比
一 般 会 計 279億6,800万円 252億1,100万円 10.9%

国民健康保険特別会計 68億4,811万円 65億8,836万円 3.9%
後期高齢者医療特別会計 7億3,225万円 6億4,513万円 13.5%
介 護 保 険 特 別 会 計 54億6,198万円 52億937万円 4.8%
温泉配給事業特別会計 − 5,027万円 −
唐船峡そうめん流し事業特別会計 2億5,997万円 2億3,821万円 9.1%

小　　計 133億231万円 127億3,134万円 4.5%
水 道 事 業 会 計 17億393万円 13億3,359万円 27.8%
公 共 下 水 道 事 業 会 計 17億7,528万円 18億6,957万円 －5.0%
温 泉 供 給 事 業 会 計 4,334万円 − −

小　　計 35億2,255万円 32億316万円 10.0%
合　　計 447億9,286万円 411億4,550万円 8.9%

区　　分 令和２年度
市 債 324億3,561万円

区　　分 令和２年度
財 政 調 整 基 金 18億5,840万円
減 債 基 金 12億784万円
そ の 他 の 基 金 4億2,539万円
その他特定目的基金 20億6,284万円

合　　計 55億5,447万円

各会計予算額比較表 市債残高（一般会計）

基金残高（一般会計）
※令和３年３月末の見込み額

特
別
会
計

※令和３年３月末の見込み額
（令和元年度決算剰余金は含まない）

民生費
209,735円

（6.4% ）
児童・高齢者・障害者の福祉など

土木費
56,232円

（10.3% ）
道路・公園・公営住宅の整備など

農林
水産業費
33,471円

（10.3% ）
農林・畜産・水産業の振興など

教育費
110,870円

（102.4% ）
学校の管理運営・施設整備・生涯学
習など

公債費
75,557円

（0.9% ）
施設整備などで借りたお金の返済

商工費
77,990円

（66.1% ）
商工業・観光の振興など

総務費
76,469円

（17.1% ）
総務管理・財政管理・政策推進・地
域振興・税務事務など

衛生費
42,893円

（11.0% ）
ごみ、し尿の処理や健康増進など

その他
30,142円

（8.7% ）
消防活動や市議会運営など
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民生費
82億2,286万円
（29.4％）

教育費
43億4,677万円
（15.5％）

商工費
30億5,769万円
（10.9％）

公債費
29億6,229万円
（10.6％）

総務費
29億9,803万円
（10.7％）

土木費
22億463万円（7.9％）

衛生費
16億8,168万円（6.0％）

農林水産業費
13億1,228万円（4.7％）

その他 11億8,177万円（4.3％）

全体額 ※（　）内は構成比

市の貯金と借金の推移
　基金残高は市の貯金。令和元年度末で、77億3,959万円
の見込みです。地方交付税の減額や将来の財政負担などに備
えてさまざまな基金を積み立てており、中でも財政調整基金
は、災害など不測の事態にも対応できるよう確保していま
す。
　市債残高は市の借金。公共施設改修事業などの増加によ
り、令和元年度末で304億円の見込みです。今後も、堅実な
事業計画と財政運用に努めていきます。

公
営
企
業
会
計

1 2 . 871万3,360円

未来への投資

市民１人当たりの予算
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新設改良事業・社会資本整備交付金事業費
　4億8,362万円

幹線道路や生活道路、橋梁などの整備を行います。
十町土地区画整理事業　１億922万円
利便性に優れた快適なまちを目指し、家屋移転や道路
整備を行います。
交通運輸事業　5,568万円
公共交通基本計画に基づき、市内循環バスの再編や
乗り合いタクシーの運行を行います。

棚田地域振興事業　1,231万円
棚田地域振興法の施行に伴い、尾下地区・新永吉地区
で、協議会の設置や周辺環境整備を行います。
収入保険制度加入補助金　592万円
農家が安心して経営に取り組めるよう、掛け金の一部
を助成します。
国民体育大会事業　2億1,793万円
「燃ゆる感動かごしま国体」「燃ゆる感動かごしま
大会」を開催します。
指宿市版ＤＭＯ事業　9,812万円
ＤＭＯ法人「いぶすき観光デザイン」の運営支援を行
います。ふるさと納税業務の一部を委託します。

子育て世代包括支援センター設置事業　609万円
妊娠期から子育て期にわたる、切れ目のない支援を行
うため設置します。
放課後児童クラブ設置事業　7,807万円
令和３年度の開設に向けて、指宿小学校と大成小学校
に設置します。
広域連携SIB事業費　2,902万円
市民の健康度を向上させ、医療費と介護費の減少を
目指す「広域連携ＳＩＢ事業」を拡充します。

敷領団地建替事業　3億1,832万円
市営敷領団地の建て替えを行います。
指宿港海岸整備事業　9,850万円
国直轄の指宿港海岸保全施設整備事業に合わせて、
工事を行います。埋め立て地の一部を使用開始しま
す。
指宿南九州消防組合負担金　7億6,729万円
指宿南九州消防組合の管理・運営に充てる負担金で
す。
指宿広域市町村圏組合負担金　7億917万円
し尿やごみなどの広域処理施設を維持管理する費用
などに充てられます。

利便性に優れた快適なまち

資源と産業が結合し湯
ゆ う

遊
ゆ う

と暮らせるまちすべての人が健康で安心して生き生きと暮らせるまち

みんなでつくる“人”と“環境”にやさしいまち

　「第二次指宿市総合振興計画」「第二期指宿市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、「豊かな資源
が織りなす食と健幸のまち」の実現に向けて、市民ニーズに応じた効率的・効果的な事業内容になるよう、事
業の重点化を図っています。

令和２年度 主な事業

指宿広域クリーンセンター

活動量計▶
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�ゆるやかにつながる小さなまち・むらづくり事業
　461万円

地域が抱えるさまざまな課題を解決できるような地域
力を創出します。
�共生・協働推進事業、共創の場づくり事業

　448万円
市民や団体などが協力し支え合う、地域活動を支援し
ます。
市民参画のまちづくりを進めるための場づくり、環境
づくりを推進します。

�給食費保護者負担軽減　3,355万円
給食費の一部を助成します。
�指宿市営野球場整備事業　4億9,871万円
本部棟、スコアボードなどの整備を行います。
令和３年８月完成予定。

※令和３年度事業費3億4,241万円
�指宿市民会館整備事業　12億8,000万円
指宿市民会館を「ふれあいプラザなのはな館」の敷地
内に建設します。令和３年11月完成予定。
※令和３年度事業費は19億2,000万円
�指宿市サッカー・多目的グラウンド整備事業　
6億1,911万円
今年12月完成予定。総事業費見込み額は25億4,274
万円。
�小学校再編事業　5,580万円
スクールバスの購入など、新生「山川小学校」の開校準
備を進めます。

※校舎改修、バスターミナ
ル造成工事などの費用
は、令和元年度３月補正
予算に計上。

　事業費 6億7,940万円

�開聞庁舎整備事業　1億9,496万円
新庁舎建設に向けて、仮庁舎（愉

ゆ と り
徒里館）の整備と移

転、現庁舎の解体工事を行います。

市民と行政が協働で創る活気あふれるまち 郷土を愛し未来を拓くこころ豊かな人材をはぐくむまち

市民とともに行財政改革を進めるまち
ふるさと応援基金　活用額　６億円

ふるさと納税を財源とした「ふるさと応援基金」を活
用し、次の事業などに充てています。

交通運輸事業　2,160万円
給食費保護者負担軽減　3,010万円
おいでよ！スポーツでいぶ好き元気プロジェクト

　920万円
広域連携SIB事業　1,240万円　など

合併まちづくり基金　活用額　４億円
合併まちづくり基金を活用し、消防団員の活動費用や
市民のみなさんの健康づくりなどに充てています。

消防団員管理費　8,880万円
健康管理支援事業計画策定費　180万円
小中一貫教育推進事業　630万円　など

公共施設整備基金　活用額　2億円
公共施設整備基金を活用し、サッカー・多目的グラウンドや
市民会館、給食センターの整備事業に充てています。

サッカー・多目的グラウンド整備事業　2,500万円
指宿市民会館整備事業　6,000万円
開聞庁舎整備事業　740万円　など

基金の活用

未来への投資
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